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子どもたち大喜び！ 

英語で楽しむ絵本読み聞かせ 

 11月4日（月）、市民プラザで開催されたNPO

フェスティバルに参加しました。宮崎公立大学

の外国語読み聞かせ部に所属する2人の大学生

が、英語と日本語で絵本を読み聞かせてくれま

した。また、クイズやゲームも行われ、参加し

た子どもたちは大いに楽しんでいました。 

 11月３0日（土）に、日本語を学ぶ留学生や技能実

習生などの外国人住民が、日本語ボランティアとと

もに日南市の城下町飫肥や鵜戸神宮を散策しまし

た。参加者は日本語で楽しく会話を交わしながら学

びを深めました。 

 外国人住民にとって、宮崎の歴史に触れる機会は

少なく、「初めて宮崎の観光地を訪れた」と話す参

加者も多く見られました。 今回の活動を通じて、実

践的な日本語能力を向上させるとともに、宮崎の魅

力を実感する場となったようです。 
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韓国・報恩郡中学生との交流 

笑顔あふれる3日間 

 12月7日（土）、公立大学交流センターで

「第2回 わくわく日本語教室親子交流会」

が開催され、パーカッション奏者の服部央先

生を講師に迎えました。参加者はまず手拍子

や身体でリズムを取る音楽遊びを楽しみ、その

後、世界の珍しい打楽器を紹介してもらいまし

た。子どもたちは自由に楽器を鳴らし、夢中に

なって音を楽しんでいました。 

 また、保護者懇談会も開催され、子育てや家

庭での悩みが話し合われました。今回、特に

「日本語と継承語」の重要性についても議論が

交わされました。 

音楽と共に学び合う 

「わくわく日本語教室親子交流会」 

 12月13日（金）からの3日間、宮崎市を訪れた姉

妹都市・韓国報恩郡の中学生10名が、宮崎市の中

学生と交流しました。 

 1日目は、高岡中学校を訪問し、全校生徒から熱

烈な歓迎を受けました。クラス対抗の長縄跳び大

会に参加したり、日本の中学校の制服を試着した

りと、楽しい時間を過ごしました。 

 2日目は、7月に報恩郡を訪問した宮崎市の中学

生の家族とともに、市内の観光地を巡ったり

ショッピングを楽しんだりしました。午後は公立

大学の交流センターで浴衣の着付けや作法を学

び、日本文化を体験しました。最終日には、これ

まで交流を深めた宮崎市の中学生が空港に見送り

に来てくれ、別れを惜しむ姿が見られました。 



第3回こそだてCafé 

 第3回「こそだてCafé」を、11月9日（土）に宮崎西地区交流セン

ターで開催しました。参加者全員でクッキー作りを楽しみ、焼きたて

のクッキーを味わいながら、子育ての楽しい話題で大いに盛り上がり

ました。  

 

 第4回「こそだてCafé」は、12月20日（金）に宮崎市男女共同参画センター

「パレット」で開催されました。参加者全員でフラワーアレンジメントを楽し

みながらクリスマスツリーを作り、和やかな雰囲気の中、宮崎市に住む子育て

中の外国人親子が楽しく交流する場となりました。 

 今回は、本活動に助成金を提供しているキリン福祉財団の大島宏之参与が会

場を訪問し、活動の様子をご覧いただきました。また、11月から宮崎市の国際

交流員として赴任したベルギー出身のロッテさんにもご参加いただき、一層充

実した交流会となりました。 
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災害時に外国人住民にどんな支援ができるのかをみなさんと

一緒に考える研修会を開きます。たくさんの参加をお待ちして

います。 

日時：令和７年１月１１日（土） 13:00～15:30 

講師：公益財団法人佐賀県国際交流協会 矢冨 明徳 氏 

場所：宮崎公立大学内 交流センター 多目的ホール 

申込方法：横のチラシのＱＲコードに①防災②氏名③電話番号

を書いて返信、または本協会までお電話ください。 

なお、当日、夕方から新年交流会（夕食会）を行います。どなた

でも参加できます。詳しくは、当協会まで連絡ください。 

宮崎市国際交流協会 ℡ ０９８５-４４-１７７０ 

災害時における外国人住民支援のための 

ボランティア研修会を開催します 


